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特集　日本の新生代地史とテクトニクス

日本列島及び周辺地域の新生代堆積盆

角井朝昭・渡部芳夫

　CCOP（Committee　for　Co－ordination　of　Joint　Pros－

pecting　for　Mineral　Resources　in　Asian　Offshore

Areas）では［東アジア堆積盆解析プロジェクト］を主催

している．同プロジェクトは1986年から1991年までに

東アジア各国の大陸棚域の地質情報を総合すると共に，

石油・天然ガス資源量評価技術及び周辺技術を移転し，

各参加国が自国の石油・天然ガス資源量評価を行うこと

を目的としている．参加国はCCOP加盟国のうち，カン

ボジア・パプアニューギニア・シンガポールの3国を除

いた8国，すなわち日本・大韓民国・中国・ベトナム・

フィリッピン・タイ・マレーシア・インドネシアであり，

各国の地質調査所あるいは国営石油会社に相当する機関

が実作業を担当している．日本及び周辺は主として地質

調査所燃料資源部スタッフが担当してる．

　このプロジェクトの一環として，日本及び日本周辺海

域の新生代堆積盆の地質資料の総括を行った．

　まず，日本及び周辺海域において，既存資料から堆積

物総厚線図を作成した．この地図は基盤岩までの堆積物

総厚を1km毎のアイソパック線で示したものである．こ

れはCCOP事務局に提出され，東アジア全域の堆積物総

厚図（1：4，000，000，6枚組の）として91年度中に印刷

出版される．

　同時に堆積盆解析の作業単位として堆積盆を定義し，

各堆積盆について模式層序柱状図と構造断面図を作成し

た．この作業においてく堆積盆＞はく経済基盤まで1000

m以上の堆積物層厚を有する地域＝1000m以上の堆積物

が現存する地域＞とした．堆積層の基盤年代では一部で

白亜系／古第三系までを基盤とする地域も含む．堆積盆

の境界は主に1000mの堆積物総厚線，あるいは基盤の高

まりを採用した．また，各堆積盆を資源評価作業の基本

単位とするため，ある程度の大きさで区切った．したがっ

て，区分そのものはかなり便宜的なものである．

＊平成3年2月27日本所において開催

　第一瀬戸内累層群の分布する地域は現存する堆積物総

厚が小さいため，この作業では無視した．また，下北半

島南部，伊豆弧周辺，大阪平野や琵琶湖，日本海溝ある

いは南海トラフにおいても1000m以上の堆積物総厚を有

することが知られているが，堆積盆としての大きさが小

さかったり，水深が大きく現状では石油天然ガス探査の

対象とは考え難かったりするため，この作業では無視し

た．

　最終的に作業単位としては第1図の25堆積盆を設定さ

れた．全体を概観すると日本列島周辺／特に大陸棚域に

は列島を取り囲むように堆積盆が分布する（第1図）．
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第1図日本及び日本周辺海域の堆積盆
1：渡島堆積盆，21奥尻堆積盆，3：秋田堆積盆，4：新潟堆積盆，

5：富山堆積盆，6：北陸堆積盆・7：山陰堆積盆，8：対馬堆積盆，

9：福江堆積盆，10：沖縄トラフ堆積盆，11：トカラ堆積盆，12：奄

美堆積盆，13：天北堆積盆・14：石狩一日高堆積盆・15：北上一三陸

堆積盆，16：常磐堆積盆，17：関東堆積盆，18＝東海堆積盆，19：

熊野堆積盆，20：紀伊堆積盆，21：土佐堆積盆，22＝宮崎堆積盆，

23：島尻堆積盆，24：網走一オホーツク堆積盆，25＝十勝堆積盆．
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　これらの堆積盆は堆積物の時代／岩相，分布域のテク

トニックセッティングなどから，以下の様なグループに

分けられる．また，この作業では無視した伊豆弧の堆積

盆もいくつかのグループに分けることができるはずであ

る．

1．東北日本弧一西南日本弧　背弧堆積盆

2．東シナ海陸棚堆積盆

3．琉球弧　背弧堆積盆

4．北海道中央低地

5．関東堆積盆

6．西南日本一琉球弧　前弧堆積盆

7．千島弧　背弧堆積盆

8．千島一東北日本　前弧堆積盆

　個々堆積盆グループを代表する主要な堆積盆の模式層

序柱状図・構造断面・記載等はCCOPで現在編集作業

中である．　　　　　　　　・　　　　　　（燃料資源部）

Keywords：sedimentary　basin，basin　analysis，Japan

Islands，continental　slope，CCOP，Cenozoic

日本列島周辺海域の新生代堆積盆と

　　　　テクトニクス

岡村行信

　日本列島は千島，東北日本，西南日本，琉球，伊豆。

小笠原の5つの島弧からなるが，それぞれが異なる構造

発達史を持ち，その前弧及び背弧には成因の異なる堆積

盆が形成されている．千島弧と琉球弧に関してはデー

ターが十分ではなく，堆積盆の規模・年代及び成因など

十分に解明されたとはいえない．その他の島弧に関して

は，DSDP，ODPによる掘削が実施されており，掘削地

点周辺の事前調査が実施されたこともあって，比較的多

くのデーターが集まっている．ここでは，東北日本，伊

豆・小笠原弧，西南日本弧の前弧及び背弧の堆積盆の成

因について簡単に述べる．

　東北日本の前弧域は，漸新世の終わりからほぼ全域に

わたって一様な沈降を続けてきた．このため起伏に乏し

い緩やかな斜面が形成され，新第三紀以降の堆積物はそ

れをほぼ一様な厚さで覆っている．このような前弧域全

体での一様な沈降は，日本海溝で沈み込む太平洋プレー

トが前弧ウエッジの前面と底面を削って侵食するtectonic

erosionによるものと考えられている．特に三陸沖の大陸

斜面は典型的なtectonic　erosionの例とされている．仙

台湾以南の前弧域には限られた範囲に厚い堆積物が発達

することがあり，少なくともその一部は前期中新世に形

．成されたリフトと考えられている．このようなことから，

東北日本の前弧海盆は全体としてtectonic　erosionに

よって沈降し，さらにリフトの形成によって部分的に厚

い堆積盆が形成されていると考えられる．

　伊豆・小笠原弧の前弧海盆は中期漸新世のリフトであ

ると考えられている．1989年に実施された前弧海盆での

ODPの掘削によって，中期漸新世の粗いタービダイトが

火成岩の基盤を覆っているのが発見された．中新世以降

は泥質堆積物が主体で，海盆の水深はほとんど変わらな

いか，わずかに沈降したと考えられる．したがって，

tectonicerosionが少しづつ進行してきた可能性が高い」

一方，背弧側ではリフトが第四紀に入ってから成長し始

め，現在も成長中である．

　西南日本の前弧域には顕著な付加体が中新世以降形成

されてきた．付加体の成長によって明瞭な外縁隆起帯が

形成され，その内側に前弧海盆が発達する．外縁隆起帯

は主に鮮新世の地層からなり第四紀に入ってから大きく

成長している．実際に付加帯の成長に寄与しているもの

の多くは，南海トラフに堆積しているタービダイトであ

るが，それは伊豆の北側の南部フォッサマグナから供給

されたものとされている．伊豆半島の北側は島弧同士の

衝突帯であるが，そこでは活発な火山活動や早い山地の

隆起などによって，大量の砕屑物が生産されている．そ

れらの砕屑物が富士川河口から，駿河トラフを経て南海

トラフに運び込まれる経路も確保されている．即ち，伊

豆・小笠原弧の衝突によって大量のタービダイトが南海

トラフに供給され，それが付加することによって外縁隆

起帯が成長し，その内側に前弧海盆が形成されていると

見ることができる．このような形の前弧海盆がいつごろ

から出現したかはっきりとはわからないが，中期中新世

の田辺層群がその始まりかもしれない．第四紀に入って

から，外縁隆起帯は陸側に移動しつつ成長するとともに，

前弧海盆のなかに南北方向の隆起帯が成長し始めている．

　日本海は東北日本及び西南日本の背弧海盆であるが，

その中には日本海の拡大と同時に形成されたと考えられ

る多くの堆積盆がある．その規模と形態は場所によって

かなり異なる．新潟県から秋田県の沖には，前期一中期中

新世に幅5－10km，長さ20－50kmのハーフグラーベン

が数多く形成された．そのハーフグラーベンは鮮新世に

入ってから東西圧縮によって隆起し始め現在ではリッジ

となっている．このような規模のハーフグラーベンがはっ

きり確認されているのは，この東北日本弧の日本海側大

陸斜面だけである．富山トラフをはさんで西側の，西南

日本背弧側にも東北東方向に伸びるいくつかのハーフグ
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ラーベンが発達しているらしいが，その規模と分布につ

いてははっきりしない．また津軽西方からその北側の北

海道西方にかけての大陸斜面には，奥尻海嶺と呼ばれる

顕著な南北方向に伸びるリッジが第四紀に入ってから成

長し始めており，その海嶺によって西側の海洋性地殻を

持つ日本海盆と，東側の堆積盆とが区分されている．東

側の堆積盆は，実際には多くのリッジによって細かく区

分されている．それぞれの堆積盆がかつてのリフトであっ

たかどうかは不明である．リッジの多くは第四紀の東西

圧縮によって形成されたものと考えられる．

　日本海全体を見ると，最も北側に最も大きくかつ最も

深い日本海盆があって，その南側に次に大きく深い大和

海盆と対馬海盆があり，さらにその南側により小さい富

山トラフと隠岐トラフがあり，最も陸に近いところに最

も小さいハーフグラーベンが形成されている．陸に近い

大陸斜面を見ても，津軽海峡以北，津軽海峡から富山ト

ラフまで，富山トラフ以西で，地質構造が異なっている

ように見える．このような日本海のなかでの海盆の規模

と形の違いとその系統的な配置が何を意味するのかを解

明することが今後の大きな課題である．

　このように日本列島を構成する島弧は，それぞれ異なっ

た成因の堆積盆を持つが，それは島弧の構造発達史の違

いに基づくものである．一口に島弧といっても，さまざ

まな現象を伴っていることがわかる．それらの違いとそ

の原因をはっきりさせることが本当の意味で島弧を理解

することである．幸いに日本列島は5つの異なる島弧の

集合体であり，比較的容易に島弧同士を比較できる．こ

のような日本列島の地の利を生かし，それぞれの島弧を

比較しつつ研究を進めることが必要である．

　　　　　　　　　　　　　　　　（海洋地質部）

Keywords：sedimentary　basin，Cenozoic　tectonics，forearc，

backarc，Japan

　　　南房総下部第三系の堆積盆

一岩相・層序のテクトニクスヘの寄与一

渡部芳夫

　南房総地域には，房総半島新生界の形成する大規模な

複背斜構造の軸部に位置した，本地域に露出する最下位

層の古第三系から下部中新統にかけての地層が著しい構

造の乱れと共に露出する“嶺岡構造帯”が分布する。本

研究では，岩相層序及び微化石層序に基づいて行った構

造帯内部の断層ブロック間の層序対比を明らかにし，従

来層序が混乱していた，いわゆる下部中新統保田層群及

び佐久間層相当層が，本構造帯で最下位に位置する中期

始新世一最初期中新世“嶺岡層群”と北側に露出する中

後期中新世天津層との問の層準の，凝灰質粗粒堆積物を

特徴とする地層群に相当することが判明した．その結果，

“嶺岡構造帯”北方の房総丘陵及び南方の富浦一和田地域

との問で，初期中新世後期から中期中新世半ばまでの地

層対比が可能となり，“嶺岡構造帯”とその周辺地域の堆

積盆の堆積環境の変化について，堆積速度と堆積深度，

及びそれらから求められる基盤変動について検討した．

　堆積速度は，累層等の各地層単位についての平均堆積

速度を用いた．これらの地層単位は，“嶺岡構造帯”内部

では断層によって限られる場合が多く，その場合の層厚

は最小値を与える．一方，連続した生層序分帯が認めら

れることもまれなため，各地層単位の堆積時間は，上下

位層との時代関係に基づき，断層関係の地層単位間に大

幅な欠如が無いという前提で推定したため，最大値を与

える．したがって，両者から求めた平均堆積速度は，最

小値となる．一方堆積深度については，底生有孔虫や介

形虫，石灰藻等の生物指標のほか，海緑石・ハンモック

状斜交層理等も用いて推定した．両者の値は，共にかな

りの幅を持った第1義的なものであるが，層準を追った

変化は十分に有為であると考えられる。

　両者の値からは，各地層単位の堆積基準面，即ち堆積

開始時の堆積面の変動が明らかにされる．堆積速度が一

定でかつ堆積深度の変化が認められなければ，堆積基準

面は，供給される堆積物に見合った層厚分だけ沈降した

こととなり，逆に堆積速度から求められる層厚を上回っ

て堆積深度が浅くなる場合は，基準面は隆起したことと

なる．このような観点から“嶺岡構造帯”と南北に隣接

する地域の堆積基準面の時間変化を検討すると，次のよ

うなことが明らかになった．

　“嶺岡構造帯”：上限がN5に相当する嶺岡層群では基

準面は緩やかに沈降を続けたが，その後堆積盆全体は

徐々に浅化し，N8の終頃に堆積速度を上回る基準面の隆

起が認められる．N9以降の三浦層群堆積時には再び緩や

かな沈降が生じた．

　北側地域：露出下限のN7相当層より三浦層群中下部

堆積時を通じて，基準面は徐々に沈降した．

　南側地域：露出下限のN7相当層堆積時から基準面の

明瞭な変動は認められないが，N9相当層堆積時に，僅か

に基準面の上昇が認められる．その後三浦層群堆積時に

は，基準面は徐々に沈降した．

　“嶺岡構造帯”において堆積物中に初めて超塩基性岩類

の礫が供給されたのがN8の層準であり，そこでは淘汰の

一429一
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著しく悪い断層崖礫岩に相当する岩相が発達することと

考え合わせると，N6－N8の終り頃，即ち20－15Maの問

に“嶺岡構造帯”相当域の基盤が横圧縮により隆起し，

その最終期に逆断層性の断層崖が形成され，超塩基性岩

体等の比較的深部の岩体が堆積物中に供給されたものと

考えられる．　　　　　　　　　　　　　（燃料資源部）

Keywords　l　southem　B6s6Peninsula，Miocene，Mineoka

tectonic　zone　lithostratigτaphy，Japan

主として静岡地域のデータに基づく西南日本

　　　前弧域の新生代テクトニクス

杉山雄一

　主として静岡地域における堆積一造構作用のデータに基

づV〉て，西南日本前弧域の新生代史を6っのテクトニッ

クステージ（古い方からPl，P2，P3，N1，N2，N3の各

ステージ）に区分した．このうち，ステージP1（67－48

Ma）には，太平洋プレートの左斜め沈み込みにより，付

加コンプレックスが形成された．P2（48－30Ma），Nl（20－

14Ma），N3（5Ma以降）の各ステージには，フィリピン

海プレートの沈み込みにより，付加コンプレックス及び

前弧海盆が形成された．また，ステージP3（30－20Ma）

及びN2（14－5Ma）には，プレート間相互作用が弱かっ

たと考えられる．ステージP2以降の断続的な付加コンプ

レックスの形成は，フィリピン海盆，四国海盆，日本海

と連続する多段階の縁海形成により，沈み込み境界にお

けるプレート問相対運動が変化したことが一因と推定さ

れる．また，静岡地域に記録されている3つの異なる時

代の玄武岩質火成活動は，それぞれフィリピン海盆，四

国海盆及び日本海の形成と関連するマントルダイアピリ

ズムによる可能性が指摘できる．　　　　（環境地質部）

Keywords：Cenozoic，forearc　basin，Southwest　Japan，

Shizuoka，accretionary　complex，tectonics

第一・第二瀬戸内海形成史

吉田史郎

　第一瀬戸内海と第二瀬戸内海を生じた瀬戸内区は，太、

平洋と日本海のあいだの西南日本に，中新世以降形成さ

れた地質区である．講演では，瀬戸内区の堆積物（古い

方から，第一瀬戸内累層群，瀬戸内火山岩類，第二瀬戸

内累層群）を対比した結果から得られた9つの時階と，

時階ごとの地史について述べ，古地理図を示した．

　各時階の地史は次の通りである．

　時階1（22－20Ma）

　東部瀬戸内区が発生し，第一瀬戸内累層群の堆積が始

まった．瀬戸内区は瑞浪地域の局地的な火山性陸成堆積

盆の形成から始まり，そこに湖沼堆積物を伴う火砕岩・

火山岩類が堆積した．

　時階II（20－18Ma）

　東部瀬戸内区での局地的な非火山性陸成堆積盆の形成

期．堆積盆は瑞浪地域や鈴鹿地域に形成され，そこに亜

炭層を挾在する淡水成層が堆積した．．

　時階III（18－16。5Ma）

　東部瀬戸内区への海進期及び西部瀬戸内区発生期．東

部瀬戸内区の陸成堆積盆は一気に拡大し，広い範囲にわ

たって海成層を堆積した．西部瀬戸内区の発生は東部と

は異なり，非火山性陸成堆積盆の形成として始まり，そ

こに亜炭層を伴う淡水成層を堆積した．

　時階IV（16．5－15．5Ma）

　東西両瀬戸内区への大規模な海進と引き続く海退があ

り，瀬戸内火山岩類の噴出が始まった時期である．第一

瀬戸内累層群において浮遊性微化石や亜熱帯一熱帯性動

植物群が多産する時期である．

　時階V（15．5－11Ma）

　東西瀬戸内区が陸化し（第一瀬戸内累層群堆積の終

了），中央構造線沿いの各地に瀬戸内火山岩類が噴出した

時期である．

　時階VI（11－5．3Ma）

　瀬戸内火山岩類の噴出が終息し，瀬戸内区がもっぱら

侵食平坦化作用を被った時期である．

　時階Vll（5．3－3Ma）

　東部瀬戸内区での非火山性陸成堆積盆の形成が再開さ

れた時期．つまり第二瀬戸内累層群の堆積開始期である．

堆積盆の形成は伊勢湾周辺から始まり（東海層群下半部

の堆積），その後，伊賀上野盆地でも始まった（古琵琶湖

層群下部の堆積）．

　時階Vlll（3－1Ma）

　東海層群と古琵琶湖層群の堆積盆が北西に移動し，大

阪層群の堆積盆が形成された時期である．東海層群の堆

積盆は鈴鹿／養老山地問及び濃尾平野地域に（東海層群

上半部の堆積），古琵琶湖層群の堆積盆は湖東地域に

（古琵琶湖層群中部の堆積）それぞれ移動した夕大阪層群

の堆積盆は，大阪・奈良・京都・播磨盆地や淡路島にま

で一気に拡大し，大阪層群下半部を堆積した．また，中

央構造線沿いにも，規模の小さい堆積盆がいくつか形成
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された．

　時階D（（1－OMa）東西圧縮応力場の影響によって，断

層活動が活動的になったため，東海・古琵琶湖・大阪層

群の堆積盆が縮小・移動し，かつ後背地との地形対立が

強くなった時期である．東海層群の堆積盆では，一部を

除いて堆積盆は隆起陸化して不整合が形成され，氷河性

海水準変動下に海陸互層型の堆積物が東海層群の上に堆

積した．古琵琶湖層群の堆積盆は更に北西に移動し，琵

琶湖一湖西地域に同層群上部を堆積した．大阪層群の堆

積盆は大阪盆地と京都盆地だけに縮小し，ここには海陸

互層型の同層群上半部を堆積した．

　以上の時階のうち，時階1－IVが第一瀬戸内海に，時階

VII－IXが第二瀬戸内海の時代に相当する．　　（地質部）

Keywords：Cenozoic　geohistory，paleogeography，Setouch

Province，southwest　Japan

フォッサ・マグナの発生と発達に関する諸問題

加藤碩一

　標記の問題は，我が国地質学の黎明期より，研究が進

められ，膨大な資料が蓄積されているにもかかわらず，

十分な総括が行われていないため定義や論点が混乱した

まま議論されているきらいがある．ここでは，定義域と

してのフォッサ・マグナ，堆積域としてのフォッサ・マ

グナ及び変形域としてのフォッサ・マグナに分けて論ず

べきであるとする．

　定義域としてのフォッサ・マグナとは，フォッサ・マ

グナとは何かを問うことである．従来のフォッサ・マグ

ナのあいまいさの一因は，（1）時代的なあいまいさ（古第

三紀及び中新世初期のデータ不足），（2）領域的あいまい

さ（漢然とした東西日本の境界域・糸魚川一静岡構造線

の硬直した定義・東縁の不明瞭さ），（3）構造的位置付け

の不十分さにある．日本列島形成における最大の地史的

イベントの1つは日本海形成を伴う日本列島地域の大陸

からの分離・移動である．したがって大陸縁辺時代の東

西日本古地理・構造境界としてのフォッサ・マグナ，遷

移時代における基盤の分離・回転・接合に伴うフォッサ・

マグナの形成及び島弧時代の堆積・変形域としての

フォッサ・マグナとを区別するべきである．後者におけ

るフォッサ・マグナの堆積域西縁は厳密には糸魚川一静岡

構造線ではないが，それを基盤の成長断層とみなし，

フォッサ・マグナ全体は複雑化されたhalfgrabeと考え

る．この観点からはフォッサ・マグナの東縁が何処か議

論することは意味がない．また，変形域境界としての糸

魚川一静岡構造線及び近傍の断層活動はほとんど後期鮮新

世以降に限られること，従来提唱されていた糸魚川一静岡

構造線南部の左横ずれは疑わしいこと，関東Syntaxisの

形成時期は，中期中新世ないしそれ以前の可能性が強い

ことなどフォッサ・マグナ全域の総括とあわせて論じた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

Keywords：Fossa　Magna，Itoigawa－Shizuoka　tectonic　line，

Cenozoic，tectonics

秋田一山形油田地帯付近における背弧リフト

　　　　　　火成活動の変遷

土谷信之

　東北日本背弧地域の秋田一山形油田地帯では中新世に

背弧リフトゾーンが形成され，この中で著しい玄武岩火

成活動が起こり，青沢玄武岩が噴出した．青沢玄武岩は

中新世中期前半（16－14Ma）に北東一南西方向の無数の

フィーダーダイクから断続的に噴出し，漸深海域の泥質

堆積物を挾みながら多数の海底火山体を形成して当時の

油田地帯の地溝状海盆に厚く累積した．その総噴出量は

6千km3程度で，東北日本弧の第四紀火山岩の総体積を

はるかに上回る．この玄武岩火成活動が中新世中期後半

に弱まり，火山体が泥質堆積物に覆われていくと，重い

玄武岩マグマは噴出せずに未固結の泥質堆積中に貫入す

るようになり，多数のドレライトのシルやラコリスを形

成した．このドレライトと海成泥岩の産状はカリフォル

ニア湾内の拡大海盆（Einsele，1985）及び北東大西洋

シェットランド諸島北方のfailedrift（Gibb6オ必，1988）

において記載されたsil1－sedimentcomplexの産状に類似

している．このような玄武岩主体の火成活動と堆積作用

によって，油田地帯には主として玄武岩の噴出岩，貫入

岩及び海成泥岩が複雑に累積した地質体が形成された．

　青沢玄武岩は主としてかなり未分化なソレアイト玄武

岩からなり，そのTio、組成は島弧のソレアイトと中央海

嶺玄武岩（MORB〉との中間的組成を示す．その微量元

素組成は，漸移MORBやプレート内玄武岩と類似した

特徴を示している。しかし部分的にはLIL元素に富み，

やや島弧ソレアイトに類似した特徴を持つ岩石も含まれ

ていて，subductioncomponentの弱い影響下でマグマが

形成されたことを示す．このような岩石学的特徴からみ

て，青沢相玄武岩類は背弧海盆玄武岩に類似し，arc

volcanismの活動場付近でリフト火成活動を行ったと解

釈できる．また，この玄武岩の火成活動期に東北日本背
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弧地域の火山岩のSr同位体比が急激に低下した．この

Sr同位体比の急減は背弧地域の地下のマントルーリソス

フェアーが破断したためと考えられる（氏家・土谷，

1990）．

　青沢玄武岩が日本海拡大に伴う背弧リフト火成活動に

よって形成されたとすると，従来の東北日本背弧地域の

火成活動史は大きな見直しが必要である．即ちこの地域

の第三紀火成活動の場は，大陸縁辺から背弧リフト帯を

経て，島弧へと変化したと見なされ，大きく日本海形成

以前の大陸縁（陸弧？）火成活動期，背弧リフト火成活

動期及び島弧火成活動期に区分できる．さらに，これを

従来の時階区分と対応させると以下のような火成活動史

が描ける。

　秋田一山形油田地帯付近の第三紀火成活動概略

1．大陸縁火成活動期（漸新世一20Ma：門前期）

　安山岩（CA＋TH：）主体の陸上火山活動，酸性火

　砕流，玄武岩（AL＋TH）

II．背弧リフト火成活動前期（20｛6Ma：台島期）

　安山岩主体の火成活動から流紋岩一デイサイト（CA

　＋TH）と玄武岩（TH＋AL）とのバイモーダル火

　成活動への移行

皿．背弧リフト火成活動中期（16－14Ma：西黒沢期）

　背弧リフトゾーンの形成，広域的沈降，青沢玄武岩

　（TH）の火成活動，バイモーダル火成活動（TH＋

　CA）
IV．背弧リフト火成活動後期（14－9Ma：女川期）

　珪質泥岩の堆積，ドレライト（TH＋AL）の貫入・

　バイモーダル火成活動から安山岩（TH）の局地的

　海底火山活動への移行

V．島弧火成活動期（9Ma以降：船川期以降）

　堆積盆の埋積，局地的な安山岩（CA）の火山活動

　上記の火成活動の時期区分ごとに，玄武岩一安山岩中

のLIL元素のK20組成とHFs元素のTio2組成の変遷

を検討した．その結果，1期は火山岩の組成のばらつき

が大きいことと，皿期の玄武岩一安山岩が最もK20に乏

しいことが明らかになった．また，m期以降，時間の経

過とともに玄武岩一安山岩のK、o組成が漸増し，TiO2組

成が減少していく傾向が読み取られた．これはm期以降

の東北日本背弧地域のマグマ起源マントルに沈み込み帯

からのLIL元素の付加が次第に増大していったことを示

しているのかもしれない．　　　　　　　　　（地質部）

Keywords：Miocene，Akita，Yamagata，back　arc　rift，，

Aosawa　Basalt，igneous　activity

東北目本中部地域の後期新生代テクトニクス

佐藤比呂志

　東北地方中部地域に分布する後期新生界は，断層の活

動時期・堆積盆地の特徴などにより，大きく4つのス

テージに区分される（リフティング・ステージー25Ma～15

Ma；背弧海盆拡大ステージー15～13Ma；遷移ステージ

ー13～2．4Ma；短縮変形ステージー2．4Ma～現在）．応力

場・堆積作用・火成作用そしてそれぞれの関係について

は，以下のように要約される．

　（1）広域応力場の変遷：（a）リフティング・ステージか

ら背弧海盆拡大ステージの引張性応力場，（b）遷移ステー

ジの中間的応力場，（c）短縮変形ステージの圧縮性の応力

場．

　（2）、堆積盆地の発達過程の特徴は各ステージごとに次

のようにまとめられる．（a）断層に規制された沈降運動

（リフティング・ステージ），（b）背弧側の広域的かつ急速

な沈降運動（背弧海盆拡大ステージ），（c）背弧域の熱的

なゆづくりとした沈降運動（冷却沈降サブステージー13

～8M＆），（d）脊梁山脈の緩慢な隆起運動（弱圧縮サブス

テージー8～2。4Ma），（e）短縮変形による波状変形（短縮

変形ステージ）．このように，堆積盆地の発達は広域応力

場と密接な関連を示している．

　（3）後期新生代を通じての堆積相の変遷は以下のよう

にまとめられる．（a）リフティング・ステージ：陸成から

浅海性の堆積相と安山岩質から珪長質の火山岩源相，（b）

背弧海盆拡大ステージ：背弧域の半遠洋性の堆積相と前

弧域の浅海性の堆積相，バイモーダルな組成の水中火山

源岩相，（c）冷却沈降サブステージ：背弧側での珪質泥岩

の堆積と前弧側での浅海性の堆積相・脊梁地域での水中

珪長質一安山岩質火山源岩相の卓越，（d）弱圧縮サブス

テージ：背弧側での沖合い一浅海域の堆積相・脊梁地域の

珪長質カルデラに伴う湖成堆積相と火山源岩相・前弧域

での浅海一河川性の堆積作用，（e）短縮変形ステージ：逆

断層に境された堆積盆での浅海から陸成の堆積作用・陸

上の火山源岩相．

（4）火成活動は広域応力場と密接な関連を示し，東北

日本中部地域では以下の関係が認められる．（a）広域的な

玄武岩の噴出と，結果として生じたバイモーダルな火山

活動は，引張性の応力場と地殻の伸長現象に関連してい

る．（b）大規模な陥没カルデラをともなう珪長質火成活動

は，中間的な応力場の時期に形成されている．（c）安山岩

質の第四紀後半の成層火山の形成は強い圧縮性の応力場
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と関連している．　　　　　　　　　　（茨城大学理学部）

Keywords：　Cenozoic，tectonics，　Northeast　Japan，stress

field，sedimentation，igneous　a6tivity

山陰北陸沖日本海の鮮新統一第四系堆積盆

山本博文

　鳥取沖から金沢沖地域では，新第三系堆積盆は主に海

域に分布する．本報告では，このうち主に丹後沖縁辺台

地下に見られる鮮新統一第四系堆積盆について，シングル

チャネル音波探査記録の解析結果を基に述べる．本海域

では，沿岸域を中心に北方に傾斜する侵食面が広く認め

られ，また堆積盆は北方に傾斜する傾動堆積盆の形状を

示す．一方これを埋積する後期鮮新統一第四系はほぼ水平

であり，南方に顕著なオンラップ不整合を示す．これら

の特徴から，堆積盆は鮮新世前期に形成され始め，鮮新

世後期に傾動，これを後の堆積層がオンラップ不整合で

埋積したと推定される．　　　　　　　　（海洋地質部）

Keywords：Pliocene，Quatemary，sedimentary　basin，Japan

Sea，Sanin，Hokuriku，seismic　analysis

テクトニクス期の地質構造を読む際の鍵は1inked　fault

systemによるheterogeneous　stretchingの効果である．

linkedfaultsystemにおいては，大局的には一様に伸張

していても，ある正断層における変位が，その断層に沿っ

て一様ではなく変化する．断層の走向に沿って変位量が

減少する時，同時に隣接する断層の変位量が増加するよ

うなことが起こる．また，伸張が進んだ時，隣接する断

層は，transfer　faultで結ばれる場合と，深部における

1istric　normal　faultの収赦もしくは交叉で変位が解消さ

れる場合とで，地表構造は異なる．また，断層変位にと

もなう，構造的沈降と堆積盆の形成は，変位量分布にと

もなう一様でない伸張率に規定されるから，逆に，堆積

盆の分布から，1inkedfaultsystemの推定をすることも

ある程度可能である．　　　　　　　　　（海洋地質部）、

Keywords：extensional　tectonics，heterogeneous　stretching，

1inked　fault　system，Neogene，Northwest　Japan

断層活動の再来間隔と規模からみだ

　日本列島の地震テクトニクス

粟田泰夫

東北日本弧新第三紀の恥ete胸ge配o漏

　　　　S重醜磁恥gmo翻

中村光一

　東北日本弧は前期中新世宋から中期中新世初めにかけ

て，伸張テクトニクスの場にあったと推定されている．

特に羽越地域に残る正断層群によって境される半地溝状

盆地等は伸張テクトニクスの直接の証拠と考えられる（山

路，1989）．一方，東北日本弧は中期もしくは後期中新

世から短縮テクトニクスの場に転じたことは古くから指

摘されている．短縮テクトニクスの場において，伸張テ

クトニクスによって生じた正断層群が逆方向に動くこと

によってできた反転構造（inversion　structure）カ§東北

日本各地で認められる（中村，1988）．故に，伸張テクト

ニクス下で形成されたすべての構造がそのまま保存され

ているわけではない．しかし，反転量の少ない堆積盆

（partlyinvertedbasin，中村，1989）においては，伸張

テクトニクスの構造は比較的容易に読むことができる．

　伸張テクトニクスの構造には様々な様式がある（中村，

1990）．その様々な様式を前提にして，東北日本弧の伸張

　日本列島とその周辺海域における断層活動の再来問隔

と規模の地域的特徴について，発掘調査等で明らかにさ

れた主な断層の活動史と有史以来の地震記録，及び地震

の断層モデルから予察した．

　1）　断層活動の再来問隔

　プレート（沈み込み）境界断層の変位によって発生す

る巨大地震の再来間隔は，千島カムチャッカ海溝一日本海

溝北部では50－80年（宇津，1977），南海トラフでは約

120－180年（Ando，1975；Rikitake，1976）でありプレー

ト内断層のそれよりも一桁短い．

　南海トラフ沿いのプレート境界断層は，いずれも右横

ずれ逆断層であり，その東端からプレート境界断層と直

交して陸側に延びる隆起帯をともなっている（粟田・杉

山，1989）．このような隆起帯は，太平洋側に突出した岬

に連続するが，それらの岬のうち足摺岬・室戸岬・紀伊

半島では，数百年一千数百年毎に大きな隆起が繰り返され

ている（前杢，1988a，b；前杢・坪野，1990）．

　室戸岬の大きな隆起は，プレート境界断層と直交して

岬に沿って延びるプレート内断層の変位によるとされて

おり（島崎，1980），上記の他の岬の隆起も同様のメカニ

ズムによると考えられる．そして，プレート内断層はプ

レート境界断層と同時に変位すると考えられており（島
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崎，1980），プレート境界断層が数回一十数回変位する毎

に，それと同時にプレート内断層が1回だけ変位するこ

とになる。

　東北日本弧の外帯山地及び西南日本弧の外帯山地は，

ともに活断層が未発達な地域であり（例えば，活断層研

究会，1991），ここでは，活断層の発達する他の地域より

も断層活動の再来間隔が長いと解釈できよう．

　東北日本内帯においては外弧側よりも背弧側ほど断層

活動の再来問隔が短くなる傾向がみられる．すなわち再

来間隔は北上低地帯西縁の盛岡断層群で約1万年以上

（渡辺ほか，1990），内陸盆地の千屋断層で約3，500年

（千屋断層研究グループ，1986），日本海沿岸の庄内盆地

東縁の観音寺断層で約2，500年以内（鈴木ほか，1989）

であり，さらに奥尻海嶺の南延長部にあたる長野盆地西

縁活断層系では約1，000年（地質調査所，1990）とな

る。

　上記の長野盆地西縁活断層系は北部フォッサマグナ地

域に含められるが，同地域では松本盆地南東部の牛伏寺

断層の再来間隔がやはり1，000年程度である（地質調査

所，1991）．これら北部フォッサマグナ地域の断層活動の

再来間隔は，伊豆半島北部の丹那断層のそれ　（約700－

1，000年，丹那断層発掘調査研究グループ，1983）とと

もにプレート内断層としては最も短いものである．

　北部フォッサマグナから西南日本内帯にかけては，東

側よりも西側ほど断層活動の再来問隔が長くなる傾向が

みられる．すなわち北部フォッサマグナで約1，000年で

あった再来間隔は，中部山地の阿寺断層では約2，000年

（地質調査所，1986），近畿三角地帯の琵琶湖西岸では約

3，500年（宮田ほか，1990）と推定されており，さらに西

側の郷村断層では約6，000年以上（佃，1989），鹿野断

層では約4，000－8，000年（岡田ほか，1981）である．

　地震時の地殻の限界歪は，プレート内地震でもプレー

ト境界地震でも地域による差が認められないことから

（Rikitake，1976；力武，1976），以上で述べてきた断層

活動の再来問隔は，それぞれの地域の地殻歪速度を反映

していると考えられる．

　2）断層の規模

　震源断層の総延長と地震規模の間には，比例関係があ

ることがよく知られている（例えば佐藤ほか，1989）．し

かし規模の大きな地震は，複数の断層面の変位による多

源地震であることが多く，震源断層を構成する個々の断

層面の長さについて，佐藤ほか（1989）は，プレート内，

地震では多くは20－30km程度，プレート境界地震では

100－200kmであると述べている．

　断層面の長さ（L）と幅（W）の間にはL＝2Wの関係

があるとされていることから（例えば，佐藤ほか，1989），

ある地域における最大の断層面の長さは，断層変位が起

こり得る下端の深さ，すなわち地下の温度構造によって

規定されるとの考えがある（本蔵ほか，1988）．この考え

に従えば，プレート内及びプレート境界の断層面は，そ

れぞれの地域の温度構造を反映して，上記のような固有

の規模を有していることになる．

　南海トラフ沿いの巨大地震では，発生する地震の多く

は多源地震であり，震源断層となる断層面の組み合わせ

は地震サイクル毎に変化している（Ando，1975；宇津，

1977）．このことは，地殻歪を蓄積・解放する基本単元と

しての断層面が固有の規模を持つとしても，発生する地

震の規模は断層面の組み合わせによって変化し得ること

を示唆している．　　　　　　　　　　　（環境地質部）

Keywbrds：seismotectonics，recurrence　interva1，fault

dimension，multiple　earthquake，Japan

近畿地方北部のネオテクトニクス

吉岡敏和

　近畿地方北西部の丹波高地から中国山地にかけては山

崎断層や三峠・亀岡断層のように北西一南東方向の左横ず

れ断層が発達するが，丹波高地の東縁を限る花折断層は

右横ずれ変位を有する．一方，柳ヶ瀬断層より東方の中

部地方の断層はやはり北西一南東方向で左横ずれ変位をも

つ．そこで各断層によって囲まれたブロックが相対的に

移動するモデルを考え，検討した．

　中央構造線では右横ずれの平均変位速度は西ほど大き

く，東部では横ずれは認められない．南側の外帯はほと

んど変形していないことを考えると，この平均変位速度

の変化は北側の東西方向の水平短縮に依らざるを得ない．

すなわち，山崎断層，三峠・亀岡・殿田断層，花折断層

及び木津川・伊賀上野断層の横ずれ平均変位速度のうち

中央構造線に平行な成分が，四国での中央構造線の横ず

れ平均変位速度とつりあっていなければならない．また，

山崎断層と三峠・亀岡・殿田断層の平均変位速度の中央

構造線に直交する成分の和が，花折断層と木津川・伊賀

上野断層の平均変位速度の中央構造線に直交する成分の

和に等しくならなければならない．この考えに基づいて

各断層の平均変位速度をあてはめてみると，全体に数値

のばらつきが大きいものの，中央構造線に平行な成分及

び直交する成分ともにほぼつりあっていることがわかる．

このことから近畿地方北部のネオテクトニクスは，横ず
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れ断層によって限られたブロックが平行移動することで

特徴づけられると考えられる．

　これに対し近畿地方の東北部から中部地方では，柳ケ

瀬断層，根尾谷断層，阿寺断層と左横ずれ断層が主体

で，その平均変位速度をみても右横ずれの跡津川断層，

猿投山断層よりも圧倒的に大きい．したがって，この地

域ではブロックの平行移動モデルは成り立たない．

Kanaori（1990）は，西南日本内帯のテクトニクスについ

て，互いに平行なブロック境界断層によって限られたブ

ロックが回転するブロック・ローテーション・モデルを

考え，現在も右横ずれ場によって時計回りのローテー

ションが生じ，それに伴ってブロック境界断層が左ずれ

運動を起こしているとした．しかし，阿部・池田（1987）

によれば，伊那谷断層系の水平短縮の平均変位速度は3－

6m／103年と左横ずれ活断層の平均変位速度に匹敵する値

であり，このローテーション・モデルを受け入れても完

全には説明できない．　　　　　　　　　　（地質部）

Keywords＝Neotectonics，Quatemary，Kinki，fault　system，

block　rotation

日本における古第三紀のバイ才イベントと

　　　　　　　古気候変化

尾崎正紀

　植物化石群や貝化石群の変遷は世界的な古気候変化に

対応すると考えられ，特に植物化石群の変遷からは直接

古気候変化が求められてきた（Dorf，19641Wolfe　and

Hopkins，1967など）．これらは大枠において海成微化石

から推定された古海水温変化とよく一致する（Wolfeand

Poore，1982など）ことから，それらの顕著なイベントは

地質年代の決定や広域対比に有効な指標であるといえる．

同様に，同時代の古生物群の地域変化は古地理を考える

上で重要な資料となり，例えば棚井・植村（1988）は台

島型植物群の広葉樹葉全縁率の緯度変化から当時の東北

日本や北海道の相対的な緯度関係を求めている．

　古第三紀の古気候変化は，日本ではTanai　and

Huzioka（1967）などによって植物化石群の変遷から求

められている．しかし，当時は主として貝類化石に基づ

いて植物化石群の地質年代が推定されていたため，その

後の海生微化石や放射年代の結果とは必ずしも一致しな

かった．その後新しい年代資料によって再検討が行われ

たが，北海道の古第三紀植物群の年代論が一部修正され

た（棚井，1986など）にすぎず，根本的な再検討は行わ

れていなかった．

　以下，最新の地質年代資料に基づき植物化石群と貝化

石群の変遷を求め，古第三紀の古気候変化を再検討した

結果を述べる．

　暁新世は化石の産出が乏しく詳細は不明であるが，暖

温帯を示す．

　始新世前期一始新世中期前半の初期は化石資料がない

ため古気候は推定できない．始新世中期前半は，九州で

は亜熱帯，北海道では暖温帯で，始新世中期前半の中頃

に一時的な寒冷化が認められる．始新世中期後半の初頭

は，九州地域では熱帯一亜熱帯，北海道地域でも亜熱帯

と，日本で最も温暖な気候が認砂られる（これまで日本

の第三紀の中で最も温暖な時期は始新世後期と考えられ

ていた）．始新世中期後半の末は寒冷化し，九州は亜熱

帯，北海道では暖温帯一温帯となる．始新世後期前半は

．始新世中期末に比べ一時的に温暖化し，九州及び周辺地

域では暖温帯一亜熱帯，北海道西部では暖温帯を示す．始

新世後期後半に入ると寒冷化して，九州では暖温帯，北

海道では温帯となる。

　漸新世初頭は日本の最も顕著なバイオイベントで，九

州・中国・常磐では暖温帯力｝ら温帯へ・北海道では温帯

から冷温帯へと寒冷化する．漸新世前期末になると，九

州及び周辺地域では暖温帯へ，北海道では温帯へと温暖

化する（従来，漸新世は寒冷化する時期として温暖化は

認められていなかった）．漸新世後期の前半は漸新世前期

末と同様，九州は暖温帯（一亜熱帯），北海道は温帯とな

る．漸新世後期後半に入ると，九州では暖温帯一温帯，

中国以北では温帯から冷温帯と，前半に比べ寒冷化する．

　以上のように，寒冷化は44，40，36，27Ma頃に，温暖

化は42，39，31Ma頃に認められる．

　九州と北海道の両地域問の気温差は，古第三紀を通じ

て現在の緯度差に伴う年間平均気温差とあまり差がない．

　中新世型植物群である阿仁合・台島・三徳型植物群に

類似する植物化石群が始新世後期一漸新世に可逆的に産出

する。北半球中緯度湿潤地域にみられる温帯林の主要構

成要素が低地帯を含め広く発達したのは漸新世後期と推

定されていた（植村・棚井，1988など）が，上記のこと

により，その時代は少なくとも漸新世前期まで遡る．

　求められた古気候変化は世界的な古気候変化（例えば

Williams（1988）の底生有孔虫化石のび80の変化や，

Wolfe（1979）の北米地域における大型植物化石群の全縁

率の変化から求めた古気候変化など）と一致し，その顕

著なバイオイベントは示準性を持つ．　　　　（地質部）

Keywords：Paleogene，bioevent，paleoclimate　change，Plant

fossil，Molluscan　fossi1，Japan
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後期新生代珪藻化石群の進化と

　　　海洋古環境の変遷

柳沢幸夫

　後期新生代の珪藻化石群の組成と分布は，海洋古環境

の変遷と歩調を合わせて大きく変化してきた．後期新生

代の珪藻化石群は，中期中新世前期（14Ma）と後期中

新世後期（7－6Ma）に起こった大きな珪藻事件によって，

3つの時期の珪藻化石群，すなわち西黒沢型（17－14

Ma），女川型（14－7Ma），及び親潮型（6－OMa）に分け

られる．

　西黒沢型珪藻化石群は，C鰯oづ吻％批ぬ　肋％の駕

／1％％61zおαzl荻）ηzガ6z6εC6sホ04商6z6sρ勾り1％％五～h4》h乞404澹一

6鷹耀が伽4嬬sなどの完全な暖流系種を伴う温暖な組

成を示しており，これは，酸素同位体や軟体動物化石群

などが示しているこの時期の温暖な海中気候とよく一致

している。しかしながら，16Ma頃のZ）6％あo％1ρ鎚お属の

出現とその発展を契機として，群集組成は中一高緯度種の

比率が次第に高くなり，寒冷化の様相を深めてゆく．こ

の傾向は14Ma頃の地球規模での急激な寒冷化に伴って

ドラスチックに加速され，温暖種が日本など中緯度地域

から完全に撤退したばかりでなく，中一高緯度種群におい

ても大きな組成上の変化が起こって，それまでの西黒沢

期後期の中一高緯度種群が消滅し，女川型の種群に更新さ

れた．

　女川型珪藻化石群は，かつてKanaya（1959）が

CosoJ％04ゑs6κs蟹6召」群集と呼んだもので，P6競o％1ρρ縮

S珈0％S6吻グループとTh惚SSズOS禰招δ6」グループを特

徴とする．この時期には，14Maの珪藻事件の後新しく出

現してきた中一高緯度種群が繁栄し，北太平洋中一高緯度

地域に女川層を初めとする珪質堆積物が広域的に発達し

た．また，この新しく生まれた女川型の中一高緯度種群が，

低緯度地域にも進出・定着して，汎世界的な分布を持つ

ようになり，世界的に珪藻群集の類似性が高くなったこ

とも，この時期の大きな特徴である．

　しかし，この類似性も後期中新世後期（7－6Ma）に起

こった珪藻事件によって失われた．この珪藻事件の特徴

は，女川型の中一高緯度種がほとんど絶滅し，替わって現

在の親潮域に生息する1糖o吻窺あぬ属や丁勉伽s乞os吻

属などの現代型の寒流系種またはその直接の先祖が出現，

し，親潮型珪藻群集が成立したことである．また，低緯

度地域でも，この時期に現在の黒潮域を特徴づける暖流

系種が出現し，寒暖の珪藻種群の明瞭な対立パターンが

できあがった．さらに，それまで中新世を通じて比較的

多くの共通種を持っていた北半球と南半球の中一高緯度化

石群は，この時期を境に共通性が全く失われ，それぞれ

独自の組成を持つようになった．これは，後期中新世後

期の寒冷化によって，地球全体の熱勾配がきつくなり，

生物地理区の細分化が進んだことに原因がある．

　こうして成立した親潮型珪藻群集は，その後後期鮮新

世に始まる北半球の氷河作用などの大きな環境変動に

よって，いくつかの重要な種の絶滅を経験したが，基本

的な群集組成の特徴は変化せずに現在に至っている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

Keywords：Cenozoic，diαtom　assembIage，paleoceano－

graphy，bioevent

日本列島の後期新生代岩脈群と造構応力場

山元孝広

　本講演では，これまでに公表された後期新生代の岩脈

群の卓越方位と放射年代値を整理し，造構応力場の変遷

について考察した．

　（1）第四紀火山の側火口分布の卓越方位は，従来から

指摘されているように，東西ないし北西一南東のものが多

く，その分布は日本列島全体の広域応力場をよく反映し

てい．る．地震・測地測量・能動的応力測定などや逆断

層・横ずれ断層の存在からも明らかなように，第四紀の

σHr血axは大部分の地域でσ1に一致し，短縮応力場を示

している．ただし，九州北部の別府一島原地溝帯では正断

層や正断層型の地震が卓越しているので，この地域のσ

Hmaxはσ2に一致しσ1は鉛直方向にあることになる．

　（2）N3（1．7－7Ma）は，後期中新世の広域不整合から

鮮新世一更新世境界までの期間である．火山フロントの位

置や火山岩の島弧横断方向での化学組成の変化は第四紀

のものとほとんど同じで，現在の日本列島に近いtectonic

settingが当時既に存在していたらしい．この時期の岩脈

群は，フォッサマグナから伊豆半島に集中して見いださ

れる．その卓越方位の分布パタこンは第四紀火山のもの

とほとんど同じである．東北日本では脊梁地域の隆起が

著しく，この様な場所ではカルデラ群が形成されていた．

西南日本でも，N3の岩脈群の資料は乏しい．別府一島原

地溝帯東部の豊肥火山群はこの時期に活動を開始してお

り，現在と同じくこの地域のEW方位のσHmaxはσ2に

一致していた．
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　（3）N2（7－15Ma）は，西南日本の急激な隆起に伴う中

期中新世の広域不整合からN3の下限までの時期である．

西南日本の太平洋岸及び琉球弧では，14Maに集中して

酸性岩の貫入及び大規模火砕流の噴出が起きている．同

時に，これと並行して西南日本の瀬戸内では12－14Maに

高マグネシア安山岩や酸性岩の噴出が起きている．一方，

東北日本の日本海側ではN2下限の不整合は認められず，

逆に海域の拡大がこの時期の初めに起きている．N2の岩

脈群は，西南日本で島弧に直交するNS－NNW方位のも

のが卓越している．西南日本背弧側の島根半島・対馬列

島・五島列島では島弧方向の軸を持つ摺曲運動（台湾一宍

道摺曲帯）がこの時期に始まっており，当地域の岩脈群

の卓越方位は島弧に直交する短縮応力場の反映であると

考えられる．東北日本や北海道のN2の岩脈群・鉱脈群

から推定されるσHmaxは，N3のそれと同じくNE－

ENEでよく揃っている。北海道中央部では中期中新世以

降，東西短縮による断層・摺曲運動が活発化しており，

東西の岩脈卓越方位はこのような短縮応力場の反映と考

えられる。こ薮に対し，東北地方では強い短縮応力場が

当時存在しなかったらしい．

　（4）M（15丁22Ma）は，台島型植物群を含む前期中新

世の堆積物の基底からN2の基底までの時期である．この

時期，東北日本では22Ma前後に火山活動域の海溝側へ

の拡大が起きたとされている．西南日本においても天草

や瀬戸内地域に20Ma前後の火山岩がいくつか分布して

おり，この時期に火山活動域の海溝側への拡大があった

らしい．一方1北海道中央部では43Ma頃から始まった

日高火成活動がN1の頃まで継続していた．また，日高

主衝上断層の右横ずれ運動も，当時依然として活発で

あったらしい．1N1ゐ岩脈群の卓越方位は，西南日本・東

北日本・北海道中央部のいずれの地域でもN2のそれと

ほぼ直交している．上記のように北海道中央部では当時

横ずれ断層が卓越しており，この地域のσHmaxはσ1

で，σ2が鉛直であったと判断できる．これに対し東北日

本や西南日本では中一大規模の正断層が卓越していたとさ

れており，この地域の島弧にほぽ平行な平行岩脈群は伸

長応力場を反映しているらしい．

　（5）PG4（22－32Ma）の火成活動は前述の北海道中央

部（日高火成活動）と東北日本及び西南日本の日本海側

で活発であった．特に後者の地域では22－24Maにアルカ

リー亜アルカリ流紋岩の大規模火砕流が集中して噴出して

おり，この時期の火成活動を特徴付けている．東北日本

ではPG3（32－42Ma）の火山岩の分布は知られておらず，

PG4からN1にかけて火山活動域が連続的に海溝側に拡

大したとされている．一方，西南日本の火成活動は，白

亜紀後期以降PG4までほぼ連続していたらしい．確実に

PG4と言える岩脈群は男鹿半島と佐渡に見いだされる．

その卓越方位はNE－ENEで，Nlのそれとはほぼ直交し

ている．

　なお，個々の岩脈群の詳細は地調月報，第42巻，p．

131－148に公表されている．　　　　　　　　（地質部）

Keywords：Cenozoic，dike　swarm，tectonics，stress　field，

Japan

日本列島の新生代地史

鹿野和彦

　平成4年に地質調査所から出版予定の100万分の1日

本地質図第3版を編纂するに当たって，新生界編纂グ

ループは，収集した最新の地質資料を基に，日本列島の

新生界対比を試み，新たに新生代地史を検討した．この

成果は，地質調査所報告第274号「日本の新生界層序と

地史」（鹿野ほか編集，1991）として公表されている．Pそ

の概要を古地理図を示しながら紹介した．

　西南日本及び東北日本に認められる主な地質現象に着

目すると，日本列島の新生代地史は11の時代に区分でき

る．これらの区分に基づけば，テクトニクスを考える上

で重要な境界は，32，22，15そして7Maにある．

　32Maというのは，白亜紀から続いた多規模な酸性火

成活動が衰えた後，いわゆるグリーンタフと呼ばれる時

代の新たな火山活動が始まる時期に当たる．この後，．22

Ma頃には“グリーンタプ’火山活動が活発になり，各

地に陸成一汽水成層が堆積し始める．これらの地層の入れ

物は，リフトであったという説が有力である．この頃か

ら日本海側で海進が認められるので，32－22Maには日本

が大陸から分離し日本海に堆積盆が生じ始めていたと考

えられる．四国海盆や千島海盆が生じたのもこの前後と
’
い
わ
れ ている．

　15Maになると，西南日本は急速に陸化し，その直後

には日本海側でソレアイト，瀬戸内で高マグネシア安山

岩の噴出，そして外帯で花南岩類の貫入があった．同じ

頃，東北日本では海進が進むが，日本海側では西南日本

と同様に大量のソレアイトが噴出している．この頃，丹

沢山塊が本州に衝突し始め，北海道の東半分も，その西

側と接合したと考えられる．

　7Maになると，日本列島の主部は島弧に直行する方向

に短縮し始め，東北日本も陸化する．火山フロントの位

置や火山岩の島弧横断方向での化学組成の系統的変化も
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現在とほぼ同じになり，各地にカルデラが形成される．

また，豊肥ではリフトが形成され始め，沖縄トラフの沈

降が開始されたとの議論もある．すなわち，7Maは日本

列島が現在とほぼ同じような姿に変わり始めた時期と考

えることができる．

　日本列島の形成は，縁海の成因と密接に関連した第1

級の地球科学的問題である．日本列島が大陸から分離移

動する過程については，古地磁気学的手法により，次第

に明らかにされつつあるが，移動の原因については，不

明な点が多い．地質学的立場から日本列島の詳しい新生

代地史を検討することは，この問題を考える上で一つの

重要な手がかり，あるいは制約条件を与えるはずである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

Keywords：Cenozoic，geohistory，Japan，paleogeography，

tectoniCS
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